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週 報

［本日の例会】 会長方針／役員・理事挨拶／雑誌の日

クラブ会長方針

［次回例会予告】７月１４日（火）クラブ協議会（決算・予算・委員長挨拶）

例会場・事務局／ホテルグランビュー高崎 高崎市柳川町70
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例会／毎週火曜日 18時30分

国際ロータリー オラインカ・ハキーム・
ババロラ会長は、Ｃｒｅａｔｅ Ｌａｓｔｉｎ
Ｉｍｐａｃｔ「持続可能なインパクトを生み
出そう」をテーマに掲げました。
また2840地区の竹中隆ガバナーは「ロータ

リーを語ろう2.0＋」を地区スローガンに掲げ
ました。そして、語り合うキーワードは「“帰
属意識”“インパクト”“ビジョン”“ミッ
ション”“平和”」とされています。また「帰
属意識から参加促進へ。インパクトとは。クラ
ブのビジョン。会員それぞれのミッション。よ
り深く、より熱く、ロータリーを語ってくださ
い。そして、我々の地域における活動がロータ
リーの最終目標である平和へと繋がるイメージ
を膨らませてみましょう。」と言い、さらに
「“＋”を加えたのは、語るから参加。参加を
促すだけでなく、参加者の意識を変えられるよ
う働きかける。地域を巻き込む、地域への広が
りを意識する。これらへの展開を願ってのため
です。」と言っています。
このようなガバナーのスローガン踏まえ、今

年度の会長方針は「ロータリーを語り、ロータ
リーを理解し、インパクトのある奉仕活動に繋
げよう」とさせていただきました。

2026-2027年度
高崎セントラルロータリークラブ

会長 林 高弘

会員相互がロータリーを語り合い、ロータ
リーへの理解を深めて、それを奉仕活動に繋
げて、より良い奉仕活動ができるようにした
いと思い、このような会長方針とさせていた
だきました。ここで言うインパクトとは、奉
仕活動を行った後に、持続性があるのか、何
かに繋がるのか、どう変化するのかなど、結
果を出した上で、そこからの広がりを求めて
いることだと私は理解しました。
この会長方針を達成するために、以下のクラ

ブ活動目標を掲げるとともに、充実した例会や
奉仕活動を行えるようにしたいと思います。
１．例会でロータリーを語る
２．会員増強純増２名
３．高崎南ＲＣと高崎北ＲＣとの合同地区

補助金事業を行う
４．高崎南ＲＣインターアクトクラブと合同

で街頭募金活動を行なう
５．寄付目標１人あたり

ロータリー財団年次寄付 150ドル以上
ポリオプラス寄付 30ドル以上
米山記念奨学会寄付 16,000円以上

１年間よろしくお願いいたします。
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